
　　　　　　　　【評価基準 Ａ：達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまり達成できなかった Ｄ：達成できなかった】

学校関係者評価

番号 具体的方法と指標・基準 今年度の成果と課題 達成度 次年度に向けた改善策 意見・要望・評価等

１
　
自
立
に
向
け
た
生
徒
指
導
の
展

開 ・自他の生命を大切にしながら、周囲と良好な人
間関係が構築できるよう支援する。
・いじめ防止アンケート、スクールサイン、面談
により、いじめを早期に把握する。いじめが発生
した際は、実効性のある再発防止策を講じる。
・外部連携の情報を速やかに共有し、外部教育資
源の活用を推進する。
・各分掌と情報を共有し、機会を捉えた生徒状況
の把握により、諸問題を早期に発見する。
・いのちの講話及び各種講演会等をとおして、い
のちの教育を推進する。
・自転車ヘルメット着用推進モデル校として、興
譲祭や交通街頭指導などで着用の呼びかけを行
う。

○いじめ防止アンケート（年３回）やスクールサ
イン（7月～9月）をとおして、生徒課と学年が連
携しながら状況の掌握と対応に当たり、現在は全
ての案件で経過を見守っている。
○SNSの不適切な使用が散見されたことを受け、
定期的に文書を発行し、自分の使用状況について
改めて考えさせた。
△生徒の交通事故発生件数は例年に比べて少な
かったが、交通ルール違反が見られ、地元住民か
らの苦情が寄せられた。
○いのちの講話をとおして、自己理解や悩み解消
につなげることができた。
△生徒アンケートにおいて、約３割の生徒がタイ
ムマネジメントに課題があると回答した。

Ｂ

・いじめ防止については学年団や生徒
課を中心に更にきめ細やかに取り組ん
でいく。
・「生徒心得」について入学予定者説
明会等を活用し、理由も含めた丁寧な
説明が必要である。
・学年会等で生徒の状況を共有し、
個々の生徒がタイムマネジメントでき
るよう指導の工夫を図る。
・重大事故の防止に向けて、交通安全
ルールの徹底と規範意識の醸成に努め
る。生徒自治会役員を中心として、自
転車ヘルメット着用率向上に向けて作
成した動画を効果的に活用する。

２
　
学
力
の
向
上

・学習の到達目標をＢに置く３観点別学習状況の
評価の実践と評価Ａのための指導方法と学習レベ
ルを明確化する。
・学びの自走（主体的な学び）の仕掛け作りと、
一人一台タブレット端末を授業及び評価で有効に
活用する。
・シラバスを用いて各科目の学習内容・評価方法
等を生徒・保護者等へ周知する。
・新教育課程完成年度としての実践・検証と校内
研究授業・公開授業の実施・共有を行う。
・生徒による授業評価（年間２回）をとおして、
教員が自身の授業を振り返り、授業改善に取組
む。

△「興譲館３ＤＯＣ」を構成する15のコンピテン
シーと「自己効力測定尺度」について、全職員が
正しく理解する機会を設定する（教員研修会
等）。
○教科担当者から生徒へ学習内容・評価方法等の
説明を行った。
○一人一台タブレット端末を活用した研究授業を
実施し、活用事例の共有が図られた。
○教育課程の見直しについて、カリキュラム委員
会で協議を行った。

Ｂ

・教科ごとに評価方法等の研究をとお
して指導法のブラッシュアップを図
る。
・一人一台タブレット端末を活用した
授業の普及・拡大に努める。
・現行の教育課程を分析・総括し、見
直しの議論を進める。
・時間割と連動したe-教務の使用及び
出席簿の電子化の導入を進める。

３
　
探
究
型
学
習
の
推
進

・電子メール、Google Classroom等の活用し、各
種イベントへの積極的参加を促す。
・ＥＳＤエキスパートコースリーダー会議を適宜
開催し、生徒の研究情報の共有と課題の確認を行
う。
・SSH事業や探究活動をSSH FacebookやSSH通信を
とおして積極的に発信し、各事業の魅力化と拡充
を図る。
・生徒研究発表会のオンデマンド配信体制を構築
し、他校からのフィードバックを指導の工夫・改
善につなげる。
・実施している事業内容に関して、各職員へのヒ
アリングを行う。
・国際探究科の指導法のノウハウを構築する。
・ユネスコスクールキャンディデートとしてグ
ローバル人材の育成を推進する。

○SSH通信を年間16号発行した。
○東北芸術工科大学と連携した「デザイン思考
ワーク」により、１年生が探究型学習の進め方に
ついて理解を深めることができた。
○海外研修を教育課程の中に効果的に位置付けて
実施することができた。
○オンラインを活用し、韓国やアメリカとの交流
を行い異文化理解・自文化理解の促進につながっ
た。
○Chromebookを活用したデータ共有や共同編集が
活発に行われるようになり、ICTの活用能力の向
上が見られた。
○地元の小中学生を対象に「米沢興譲館探究フェ
スティバル」を開催し、科学の楽しさやSDGsの大
切さを伝えることができた。（来場者：未就学児
9名、小学生38名、中学生17名、保護者55名）
△SSH中間評価ヒアリングの結果から、評価法等
に関する改善点の整理が必要である。

Ａ

・探究活動をさらに充実させ、個々の
生徒の進路実現とキャリア形成につな
げていく。
・物価上昇の影響もあり、SSH予算が
例年以上に逼迫しており、予算の調整
が必要である。
・SSHとユネスコスクールキャンディ
デートの事業の趣旨や目的を整理し、
本校の探究活動体系を確立する。
・SSH中間評価ヒアリングでの改善点
の見直しを図るべく、「米沢興譲館
評価におけるグランドデザイン」の作
成に取組む。

４
　
進
路
指
導
の
充
実
に
向
け
た
職
員
体
制
の

強
化

・KITメンバーを早期から集団化し、挑戦する志
を育成し、学力の向上を図る。
・KIT、友于会ともにグルーピング指導による横
のつながりを構築する。
・友于会を継続することによって志望者、受験者
を増加させる。
・学年団と連携して、生徒面談を実施する。
・進路室常駐教員を中心とした面談体制を整備す
る。
・探究課、教務課と連携を図りながら、キャリア
教育実践プログラムの改訂を行う。
・新課程入試等に関する研修会へ積極的に参加し
情報収集、情報共有を行えるような環境づくりに
努める。
・全職員での指導を拡充し、学校推薦型選抜・総
合型選抜出願生徒のサポートを行う。

○友于会は、2学年は6月から、1学年は12月から
開始し、KITは、1・2学年とも5月から開始し、適
宜集会等を行い意欲を喚起した。12月にはKIT対
象の進路講演会、数学・英語の講習を実施した。
○入試研究会、分析会の案内を周知し、積極的な
参加を呼び掛けた。
○新課程入試に向けての情報収集を行った。
△チャレンジ志向よりは安全志向となる傾向が見
える。高い目標に向かう姿勢を醸成したい。
○共通テストで新たに課される「情報Ⅰ」への指
導については情報科の先生にご協力いただき、朝
学習や放課後講習を活用して指導を行った。
△学校推薦型・総合型選抜を中心に小論文・面接
について全職員体制で支援した。指導体制のあり
方について検討が必要である。
○FS、SSR等の取組を基に志望理由書を作成する
生徒もおり、探究的な学びがキャリア形成につな
がっている。

Ｂ

・1学年のKITメンバーの選出にあたっ
て、スタディーサポートの結果を効果
的に活用する。
・友于会の解説やミーティングの実施
方法について検討が必要である。年に
よって差が出ないような指導体制の構
築が必要である。
・模試成績を活用した面談では、実効
性のある学習方法をKITや友于会の生
徒に提示する。
・学校推薦型・総合型選抜では、共通
テストや科目試験を課すところが増え
ている。志望理由の深まりはもちろん
のこと、学力向上も含めての指導を継
続する必要がある。
・学校推薦型・総合型選抜の活用につ
いて、安易な出願とならないように学
年団と協力しながら引き続き指導して
いく。

５
　
学
習
環
境
の
整
備
と
健
康
・
安
全
教
育
の
推

進 ・令和６年度に立ち上げた創立140周年記念事業
準備委員会や外部組織と連携し、史料室の整備を
進める。
・配慮を要する生徒の情報を職員間で早期に共有
し、チームとして対応に当たる。
・教育相談、適応支援を推進する。スクールカウ
ンセリング予定表を全校生徒に配付し、保護者へ
の周知を図る。
・「カウンセリング通信」の配付及び特別支援に
係る情報発信を行う。
・様々な場面を想定した｢避難訓練｣を効果的に実
施し、生徒の防災意識と実践力を高める。
・学校安全の日を中心に、毎月の安全点検を実施
する。
・清掃強化週間を年間4回設定し、美化委員会に
よる清掃点検を実施する。

○本校教員のみならず、同窓生や有志の生徒の協
力を得ながら、書籍の整理を進めた。
○休み時間に地震が発生することを想定した避難
訓練を実施した。
○「さくら連絡網」を利用した災害発生時初動訓
練を実施した。
○熱中症対策として、４月からの注意喚起、行事
担当者による事前対策強化、クールダウン場所の
確保等を通じて、全校生への意識づけができた。
○特別な支援を要する生徒については、教職員共
通理解のもと、適切に対応できた。
○「カウンセリング通信」を３回発行した。
○教室・特別教室のWi-fiの強化により、ICT機器
が更に有効活用できるようになった。一人一台タ
ブレット端末を用いたデータ共有やオンライン会
議等も行われるようになった。
△令和６年度から水曜日の清掃をなくしたが、そ
の分火曜日、木曜日の清掃を意識してもっと丁寧
に行う必要があった。

Ａ

・図書館の史料や書籍以外の史料につ
いて整理し、令和７年度内に史料室整
備事業を完了する。
・現行の健康観察は、毎日の回答率が
非常に低いため、さくら連絡網を活用
した形態を検討し、回答率の向上を目
指す。
・熱中症への対応の仕方、協力体制等
については、早い段階で全職員に提示
し対応する。
・令和６年度から水曜日の清掃をなく
したことによる火曜日と木曜日、定期
評価前後の清掃を丁寧に行う指導が必
要である。

６
　
魅
力
あ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

・各種行事をとおして、生徒の自己効力の高揚と
「興譲の精神」の意識の高揚に努める。
・生徒の将来への励みとなる講師を選定し、記念
講演会の充実を図る。
・同窓生の人的資源の活用を図る。
・生徒による年２回の授業・学校生活評価、保護
者による学校評価、及び教職員による自己評価を
実施し、授業や教育活動の改善に取組む。
・年２回実施する学校関係者評価委員会、SSH運
営指導委員会をとおして、各専門領域からの指
導・助言・評価内容を本校教育活動改善へ反映さ
せる。
・学校ホームページ、フェイスブック、インスタ
グラム等を活用し、迅速な情報発信に努める。

○創立記念式において、本校同窓生による講演会
を実施した。運動学の視点から生き方について
語っていただき、生徒の意識改革につなげること
ができた。
○「興譲館だより」を年間２回発行し、地域の中
学生にも幅広く本校生徒の活躍を紹介できた。
○SSHコーディネーターが着任し、本校のフェイ
スブックで本校における探究活動の学びの成果を
発信できた。
△学校ホームページの更新が遅れ、タイムリーな
情報発信ができなかった時期があった。
○本校のインスタグラムで、本校の教育活動を広
く発信したことで、フォロワー数が倍増した。

Ａ

・創立記念講演会における本校同窓生
の人材活用を今後も継続する。
・「さくら連絡網」やインスタグラム
を効果的に活用し、生徒の活躍や学び
の成果に係る情報発信を継続する。
・教育振興会総会や中学校教員対象学
校説明会、米沢興譲館探究フェスティ
バル等を活用し、次年度も本校の特色
ある教育活動を広く公開する場面をつ
くっていく。

７
　
校
務
の
情
報
化
の

推
進

・「さくら連絡網」を全生徒・保護者・職員が登
録し、効果的な運用と活用を図る。
・県立学校職員勤務管理システムのパイロット校
として、職員のニーズに応じた体制整備を目指
す。
・デジタル採点ソフトを積極的に活用し、業務の
効率化を図る。

○県立学校職員勤務管理システムの導入に伴い、
米沢興譲館高校ポータルサイトを立ち上げた。職
員の動向をリアルタイムで確認できるようになっ
た。
○「さくら連絡網」は、緊急連絡や災害対応にも
効果をあげている。
○会議資料のペーパーレス化が実現した。
○若手職員を講師として、授業におけるICTの活
用法について研修会を行った。

Ａ

・米沢興譲館ポータルサイトを効果的
に活用し、業務改善を推進する。
・校務用タブレット端末により、出席
簿の電子化に着手する。

８
　
健
康
管
理

、
働
き

方
の
改
善
と
教
職
員
倫

理
の
醸
成

・職員会議や日常の職員打合せの中で、適時的に
綱紀粛正について触れる。
・必要に応じて管理職による職員面談を行い、職
員の心身の健康を保持し、活き活きと働ける職場
環境をつくる。
・部活動方針に基づき、適正に部活動を実施す
る。
・校務分掌の分担化・分散化・明確化を図り、業
務への負担感を軽減する。

○各月の時間外在校等時間が月80時間を超える教
員数は、ここ３年で最も少なくなった。
○令和６年９月に実施したストレスチェックによ
ると、仕事への量的負担は全国平均より高いが、
「上司や同僚の支援」の項目で、非常に高い数値
となっており、お互いをサポートする体制ができ
ていることがわかる。
△全ての部で顧問を複数配置しているが、それが
時間外在校等時間の減少につながっていない。

Ｂ

・働き方改革プラン第Ⅱ期の目標であ
る「半期における時間外在校等時間の
月平均が80時間を超える教員0人」を
達成できるよう、教職員一人ひとりの
健康管理とマネジメント力を高める取
組が必要である。

重 点 目 標
１　自立に向けた生徒指導の展開　　　２　学力の向上　　　３　探究型学習の推進　　　４　進路指導の充実に向けた職員体制の強化　５　学習環境の整備と健康・安全教育の推進
６　魅力ある開かれた学校づくり　　　７　校務の情報化の推進　　　８　健康管理、働き方の改善と教職員倫理の醸成

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

評　　価　　項　　目

・自他の生命の尊重と違いを認める態
度の育成
・学習指導、部活動、学校行事、生徒
自治会活動をとおした自主的・自律的
な活動の推進と「果敢に挑戦する」態
度の育成
・探究型学習の成果等に基づく社会貢
献の態度の育成
・自己効力測定尺度を生かした自己理
解の醸成、タイムマネジメント力を高
める指導方法の工夫・改善

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年度　学校評価書　（自己評価・学校関係者評価）　　　　　　　　　　　　　山形県立米沢興譲館高等学校

スクール・ミッション
「『興譲』の精神」(自他の生命を尊重する精神、己を磨き、誠を尽くす精神、世のために尽くす精神)のもと、高い志を持って、積極的に地域や世界の他者と協働しながら、果敢に挑戦し新しい価値の創造に向け貢献
していく、次代のリーダーとなる人材を育成します。

目指す生徒像
『いのちを尊び、新たな価値創造の志を持ち挑戦する生徒』
　１　自他の生命を尊重し、調和の取れた人間性豊かな生徒　　　２　謙虚に学ぶ姿勢を身につけ、高い志を持ってその実現に向けて努力する生徒
　３　次代のリーダーとして、自立し、世のために尽くそうとする生徒

自己評価、及び学校関係者
評価に基づく改善点や検討
事項等、他

１　学力の向上、探究型学習のさらなる推進
　・観点別評価をとおした個々の生徒の資質・能力を伸ばす指導と評価の充実　　・確かな学力の育成に向けた指導力向上に資する研修等の充実
２　令和６年度ＳＳＨ第Ⅳ期中間評価ヒアリングを受けての改善、地域との協働・研究成果の普及及びユネスコスクール・キャンディデート事業と国際教育の推進
　・理数教育、国際教育を軸とした多様な教育活動の見直しと整理
３　進路指導体制の充実・強化
　・大学入試制度の変更に関する情報収集　　・学校推薦型・総合型選抜等、多様な入試制度への指導体制の構築
４　校務の情報化の更なる推進
　・校務用タブレット端末を活用した業務改善　　・情報環境の整備と見直し

・創立140周年記念事業をとおした史
料室の整備
・検診や健康調査、教育相談を活用し
た健康安全管理能力の育成
・教育相談体制及び支援を要する生徒
理解に係る組織体制の充実
・危機管理体制の検証・整備と施設設
備の安全点検の推進
・校舎内外の清掃の徹底と美化活動の
推進

・スクール・ミッション、３つのス
クール・ポリシーの周知、教育活動の
検証・改善
・アドミッション・ポリシーに即した
入選制度の検討、育成する生徒像の周
知
・各種評価および学校評議員会の効果
的な実施と校務の改善
・保護者、地域自治体、地域住民との
協働による社会に開かれた教育課程の
推進
・生徒の活躍、教育活動の成果をより
活発に発信する広報活動の工夫と充実
・説明責任に基づく事務処理

・県統合型校務支援システム、校内グ
ループウェアの効果的活用と業務改善
・「さくら連絡網」の有効活用による
出欠席管理、生徒・保護者との情報共
有の推進
・校務用タブレット端末を活用した業
務改善

・定期健康診断結果を踏まえた健康管
理の徹底
・円滑な業務遂行に向けた教職員間の
改善方策の共有と実践
・県働き方改革プラン、部活動活動方
針を踏まえた一層の業務改善
・校内倫理委員会をとおしたコンプラ
イアンス遵守と教職員倫理の醸成

・説明の量が膨大で何を重点にしてい
るのかがわからない。多くの言葉があ
りすぎて、どうつなげるといいかわか
らない状態である。もう少しすっきり
した形にして、「今年はこれ」と絞っ
て教員間でも共有されるとより魅力あ
る学校になるのではないか。

・「醸成する」が評価項目に入ってい
て、その項目がＡ評価になっているの
で、改善してはどうか。評価は数値目
標にして、それに向けての対応策を練
る、その後うまくいったかどうかを検
証するという仕組みを作ってはどう
か。

・自転車ヘルメットの着用率は学校で
の指導によるところが大きいのではな
いか。数値目標を評価の基準にして、
100％着用をＡ評価とするなど、少し
厳しい数値目標を設定して、その達成
に向けて何ができるかを検討してほし
い。親の意識変容もあるので、生徒自
治会などを活用して一大キャンペーン
をしてはどうか。そのような動きは、
学力向上にもつながると信じている。

・自転車の事故は高校生がダントツ多
い。生徒の意識からすると安全面での
着用推進は厳しい。今の世の中、個が
重視されているため、他者視点が必要
である。興譲館生には、次代のリー
ダーとして今の姿は恥ずかしくないの
かなど「興譲館生としてのプライド」
を考えさせて、自分たちのことを周り
はどう見ているのか、「何なんだ？と
思われる興譲館生ではいけない」とい
う視点から考えさせてほしい。

・「興譲館生のプライド」をうまく指
導してほしい。シートベルトですら罰
則規定によってようやく定着した。自
転車ヘルメット着用も長い時間が必要
かもしれないが、短時間で効率よく着
用促進につながる方法を教育振興会の
中でも考え、協力したい。（講習会や
啓発活動など）

・大学生に「大学でどんな勉強をした
か、力を入れたことは何か」と聞く
と、多くの生徒が「アルバイトに専念
した」と答えるそうだ。それが大学生
のアピール材料になっていることに疑
問を感じている。大学生活の有り様を
きちんと指導してほしい。また、奨学
金の返済が進まない生徒もいる。経済
感覚が変わってきたのだろうが、アル
バイトで褒められる→責任感ややる気
の芽生え→昇給によってアルバイトに
はまりやめられない、という状況のよ
うだ。アクセルとブレーキの踏み方な
どの指導をしてほしい。

・進路課長の話で、有名大学進学のた
めだけに指導しているわけでない、と
いう話が聞けて安心した。心強い。

・探究活動発表会に参加したが、生徒
の表現力が素晴らしかった。これから
もそうした指導を続けてほしい。

・指定校推薦の大学については、一定
期間掲示し、掲示されていない大学に
ついては個別に担任に確認するという
やり方で行っているようだが、全体像
が見えるようにお願いしたい。

・この学校は、人材を育てることを忘
れずに頑張っていただきたい。SNSな
どを使い、中学生が興味を持つような
学校の取組みを発信した方がよい。

・授業などの革新を感じる。評価もよ
く人材育成の努力を感じる。

・交通マナーは良くなっているが、ヘ
ルメット着用が少ないことは課題。

・高鍋高校との交流についても課題が
ある。

・著名な人材と交流できるのが本校の
強みである。地元のために役に立つ人
材の育成をお願いしたい。

・校舎が寒い。トイレについても改善
をお願いしたい。

・進路の多様性についての情報発信な
どをお願いしたい。地元の良いところ
をしっかりと伝えていただきたい。

・校舎の改装など、クラウドファン
ディングなども検討してはどうか？

・ＥＳＤエキスパート制による探究活
動の充実と「未来創造プログラム」の
推進
・ＳＳＨ第Ⅳ期中間評価をとおした成
果検証と取組の改善・充実
・ユネスコスクール加盟校としての取
組の充実

・個々の進路希望の実現に向けた組織
的支援体制の充実
・キャリア教育実践プログラムの改善
と高い志を育む指導と系統的な進路指
導の充実
・大学入試制度に対応した進路指導体
制の充実
・「生徒未来創造会議」、「生徒情報
共有会議」の工夫改善、分掌、学年間
の連携強化

・「興譲館３ＤＯＣ」を目標に据えた
「自己効力」を高める指導と評価の実
践
・「考える力」の向上と主体的に学ぶ
姿勢の育成に適う教科指導力の向上
・観点別評価をとおした個々の生徒の
資質・能力を伸ばす指導と評価の充実
・一人一台タブレット端末を活用した
学習指導の工夫・改善
・普通科、探究科のねらいを踏まえた
教育課程の実践と教科指導力の向上


